
単位：千円、％

　　主な増減理由
・高山駅西地区複合・多機能施設整備基本計画の策定経費の増１６，４００千円
・第九次総合計画策定に向けた準備経費の増 １０，１８０千円
・ＳＮＳを活用した情報発信の強化による増 ６，６００千円
・諸統計調査（住宅土地統計調査等）の増　　 ２，３４５千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜夢と誇りとやさしさにあふれる人の育み＞
＜利便性の高い都市機能とネットワークの構築＞
＜着実な計画の推進＞

　　　○

　第八次総合計画の推進及び第九次総合計画の策定に向けた準備に必要な経費を計上

　　・総合計画審議会の開催

　　・第九次総合計画の策定に向けた調査

　　　○

　高山駅西地区における複合・多機能施設整備基本計画の策定に必要な経費を計上

　　・民間活力の導入可能性調査

　　・施設整備、運営・管理に関する協議の場の設置

一般会計 146,214 189,925 43,711 29.90

企　画　部

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

総合計画の着実な推進と市長公約の実現

ＳＤＧｓ未来都市計画に基づくＳＤＧｓの推進

高山駅西地区の新たなまちづくりの推進

大学連携・若者によるまちづくりの推進

要求のポイント

市政情報の適切な提供と市民意見の聴取

要求に関する基本方針

（０千円）

総合計画の推進 １０，６５４千円　
（４７４千円）

高山駅西地区のまちづくりの推進 １６，４００千円　



　　　○

　大学連携の推進に必要な経費を計上

　　・大学と連携した調査、サテライトキャンパスの設置

　　・大学連携センターに対する助成、大学のゼミ合宿等に対する助成、

　　　産学金官連携の促進

　村半（若者等活動事務所）の管理運営に必要な経費を計上

　　・施設の管理運営

　　　○ ＳＤＧｓ未来都市計画に基づくＳＤＧｓの推進

　飛騨高山ＳＤＧｓパートナーシップセンターを中心としたＳＤＧｓの推進に

　必要な経費を計上

　　・私なりのＳＤＧｓ宣言、飛騨高山ＳＤＧｓパートナー登録制度の運用

　　・ＳＤＧｓを通じた市民、事業者、各種団体のパートナーシップの構築

　　　○

　各種媒体による情報発信に必要な経費を計上

　　・広報たかやまの発行、ＦＭ・ＣＡＴＶにおける番組制作・配信

　　・ＳＮＳを活用した情報発信の強化

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 該当なし

５，０００千円　

事業見直しの概要

行政情報の提供と公聴事業の推進 ９４，８４４千円　
（８４，２１４千円）

（６，６００千円）

大学連携・若者によるまちづくりの推進 ２４，８６０千円　
（２２，５５０千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・選挙執行経費の増（県議会議員選挙、市議会議員選挙） ９２，０５０千円
・ハザードマップ作成業務の増 ２６，８５４千円
・人事管理システムの導入による増 　１６，０００千円
・電子契約、電子決裁システムの導入等による増 １３，４６０千円
・防災ラジオの無償配布対象者の拡大による増 １１，６６０千円
・選挙執行経費の減 △７９，９３０千円
（参議院議員選挙、市長選挙及び市議会議員補欠選挙、県議会議員選挙準備費）

　　　○ 行政を取り巻く環境の変化に的確に対応できる職員の育成

　　　○ ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進による市民サービスの
向上、業務の効率化

　　　○ 持続可能なまちづくりに向けた効率的かつ効果的な行政経営の推進

　　　○ 市民の生命・身体及び財産を災害から守るための体制整備

（　　　　）は前年度予算額

＜安全への備えと災害時の対応強化＞
＜着実な計画の推進＞

　　　○

　地震等を想定した実践的な防災訓練に必要な経費を計上

　　・ペット同行訓練、外国人避難者を想定した訓練の実施

　　・訓練会場設営等業務委託

　　　○ 災害対策事業の推進

　災害の未然防止と災害発生に備え防災体制の充実を図るために必要な経費を計上

　　・防災士の育成

　　・ハザードマップの更新、配布

　　・防災ラジオの無償配布対象者の拡大

実践的な防災訓練の実施

要求のポイント

令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額

要求に関する基本方針

増減率

一般会計 759,864 85,461 11.25

　　・ライフライン保全のための立木伐採

（３，８００千円）

１３８，３４５千円　
（１０２，２９６千円）

４，１７２千円　

総　務　部

要求額

会計名

845,325



　　　○ 適正な人事管理
（３３，７７３千円）

　職員採用など人事管理に必要な経費を計上

　　　○ 職員の意識改革と資質向上の推進

　職員研修や人事交流に必要な経費を計上

　　・職員一人ひとりの職責、役割意識を高め組織力の向上に資する研修の充実

　　・職員の意欲の向上や適正かつ効率的な事務執行に資する研修の充実

　　・行政課題（ＤＸ推進など）に的確に対応できる職員の育成

　　・職員のオンライン研修の推進

　　　○ 公共施設等総合管理計画の推進

　公共施設等総合管理計画の推進、指定管理者制度の運用に必要な経費を計上

　　・指定管理者選考委員会の開催　ほか

　　　○ 行政経営の推進

　行政経営の推進に必要な経費を計上

　　・行政経営推進委員会の開催

　　　○ ＤＸの推進

　ＤＸの推進に必要な経費を計上

　　・ＤＸ推進部会を主軸とした全庁的な取組の推進

　　・行政手続のオンライン化の一層の推進

　　・ＡＩ（人工知能）やＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）の活用

　　・電子契約、電子決裁などペーパーレス化の推進

　　・テレワークやテレビ会議の推進

　　・セキュリティ対策の徹底

　　・人事管理システムの導入

　情報システムの整備、運用に必要な経費を計上

　　・各種制度改正に伴う総合行政情報システム等の改修

　　・情報システムの運用保守　ほか

　　　○ 情報システム更新等の見直し

・タブレット端末への切替、後年度対応も考慮したＯＳアプリケーションの見直し

　　　○ 災害時の映像中継システムに係るコストの縮減

・災害現場の映像をシステムを介さず防災用スマートフォンから直接提供することにより

映像中継に係るコストを縮減

０千円　
（９，２００千円）

（１，１００千円）

事業見直しの概要

２２３千円　

４４３，２００千円　
（４１４，３００千円）

（５００千円）
５００千円　

３５，０１８千円　

（３９０千円）
５１０千円　

１９，９２１千円　
（１８，６００千円）



単位：千円、％

○
特別会計

・旧笠山荘解体工事等の増 １８０，０５５千円
・市役所本庁舎及び支所の電気使用料の増 ６９，５８１千円
・令和６年度評価替に伴う航空写真撮影業務の減 △２７，８１８千円
・市債残高の減少よる公債費の減 △８６，２６３千円

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜長期的な視点による公共サービスの提供＞
＜着実な計画の推進＞

　　　○

　健全で持続可能な財政基盤の確立を図るため、適正な財政運営等に必要な経費を計上

　　　○

　公平・公正な契約事務の遂行や検査によるチェック体制の確立に必要な経費を計上

　　　○

　行政事務の円滑な実施に必要な経費を計上

○

　公有財産の適正な管理と未利用財産の活用や処分に必要な経費を計上

（７９９千円）

　　・契約検査に係る事務費

（５２，２１１千円）

　　・市営墓地の管理

　　・市有施設の火災保険の加入

　　・普通財産の管理や活用、処分のための測量業務

　　・不要建物の解体

財産管理の適正化と効率的な運用 ２４８，６５２千円　

一般会計 5,819,881 6,230,370 410,489 7.05

財　務　部

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

社会情勢の変化や行政課題に対応した財産管理の推進

公平な課税と税収納率の向上

　　主な増減理由

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

要求のポイント

庁舎等の適正管理
（４４０，２４０千円）

適正な財政運営と財源の確保 ４,７００千円　
（３，１００千円）

　　・財政管理費、諸費などの事務費

適正な公共調達の推進 ８３８千円　

５６８，４２１千円　

　　・庁舎、公用車等の維持管理



〇 庁舎整備の推進

　高根多目的センターの整備

　　　○

　固定資産税等の公平・公正な賦課及び徴収率の向上のために必要な経費を計上

　　・字絵図書替

　　・家屋所在地番等調査

　　・固定資産現況調査等

　　・土地鑑定評価

　　・コンビニ収納代行委託等

　　・登記情報照合

　　　○ 該当なし

公平な課税と税収納率の向上 ６６，７４１千円  
　　　　　（７９，３００千円）

５８，７９７千円　

事業見直しの概要

（６９，６９０千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・スポーツ施設等の水銀灯のＬＥＤ化改修による増 ２３１，４９５千円
・市民プール再整備による増 ２２１，５００千円
・市民スキー場（モンデウススノーパーク）の直営管理による増　

１２３，２０１千円
・中山公園陸上競技場三種公認更新に向けた改修工事による増５２，５００千円
・文化芸術活動に対する支援の見直しによる増 ２０，０００千円
・地域コミュニティのデジタル化の推進に関する経費の増 ７，０００千円
・常陸宮賜杯中部日本スキー大会地元開催に伴う負担金の増 ４，５００千円
・地域課題解決型若者活動支援事業補助金の新設による増 ２，０００千円
・協働のまちづくり支援金の見直しによる減 △７，０００千円
・廃止スポーツ施設解体工事終了による減 △４２，４８０千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○ スポーツが身近となる機会の創出

　　　○ 計画的なスポーツ、生涯学習施設整備の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜多様な働き方に適応した労働環境の構築＞
＜心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現＞
＜文化芸術・スポーツ活動等による心の豊かさの創出＞
＜多様な主体の協働による地域コミュニティの活性化＞
＜安全への備えと災害時の対応強化＞

対前年度増減額

697,206 65.90

増減率

市　民　活　動　部

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

一般会計 1,058,050 1,755,256

要求に関する基本方針

協働のまちづくりの推進による地域コミュニティの活性化

学びの場の充実と学んだ成果を地域づくりに活かす生涯学習の推進

日々の暮らしやまちづくりに活かす文化芸術活動の推進

要求のポイント



　　　○

　　・地域課題解決のための若者の自主的・主体的な取組への助成

　　・デジタル技術を活用した地域コミュニティ活性化に向けた取り組みに対する支援

　　　○

　　　○

　　・若年者や高齢者に重点を置いた啓発や交通安全教室の開催

　　　○ 結婚の支援

　結婚につながる出会いの機会の創出や結婚しやすい環境の充実に必要な経費を計上

　　・結婚相談の実施、結婚支援イベント開催団体に対する助成

　　・結婚新生活世帯に対する助成の拡充

　　　○

　　・国内の姉妹友好都市との交流促進

　　　○ 平和に関する意識の醸成

　市民の平和に対する意識の高揚を図るために必要な経費を計上

　　・高山市平和の日や平和都市宣言の啓発

　　　○ 生涯学習の推進

　生涯学習機会の提供や生涯学習施設の維持管理に必要な経費を計上

　　・二十歳のつどい開催

　　・生涯学習施設の整備と維持管理（水銀灯ＬＥＤ・電波法改正・ＰＣＢ対応）　ほか

　　　○ 文化芸術の振興

　文化芸術の市民生活への浸透と文化芸術の振興を図るために必要な経費を計上

　　・市民の自主的な文化芸術活動に対する支援

　　・市美術展覧会の開催

　　・子ども夢創造事業（文化芸術）の実施

　　・文化芸術鑑賞事業の実施

　　・市民活動団体の社会の課題解決につながる活動への助成

５０９，１６９千円　
（４３０，３０８千円）

　都市交流の促進を図るために必要な経費を計上

　　・子ども夢創造事業（科学）の実施

５８，１５２千円　
（４１，６２２千円）

　　・女性活躍推進を図るための講演会や講座などの開催

　１９３千円　
（４１４千円）

　　・市民憲章、人権啓発の推進

男女共同参画の推進

交通安全の推進 ３，１１５千円　

　交通安全に対する意識の醸成、交通安全対策に必要な経費を計上

２０，５５９千円　
（１６，３３０千円）

都市交流の促進 　１，１６６千円　
（１，１２０千円）

　第５次高山市男女共同参画基本計画の推進に必要な経費を計上

（３，１８４千円）

１，０００千円　

　地域づくり活動及び市民活動の促進と協働の推進に必要な経費を計上

　　・まちづくり協議会の地域の課題解決に向けた取組への支援

協働のまちづくりの推進
（２６８，０１０千円）
２６７，５４１千円　

（１，００２千円）

　　・まちづくりを担う人材の育成、専門知識・技術を有した人材による継続的な支援



　　　○

　スポーツ機会の提供や競技力向上などに必要な経費を計上

　　・子ども夢創造事業（スポーツ）の実施

　　・スポーツ少年団、スポーツ大会開催に対する支援

　　・スポーツ指導者の指導員資格取得に対する助成

　　・常陸宮賜杯中部日本スキー大会の地元開催

　　　○

　スポーツ施設の整備や維持管理に必要な経費を計上

　　・スポーツ施設の水銀灯のＬＥＤ化改修工事

　　・中山公園陸上競技場の三種公認更新に係る改修工事

　　・市民プールの再整備

　　　○

　高地トレーニング施設の整備や維持管理、活用のために必要な経費を計上

　　・トップアスリート受入れ体制の整備及び利用の促進

　　・高地トレーニング施設の水銀灯のＬＥＤ化改修工事　ほか

　　　○

　市民スキー場の運営や維持管理に必要な経費を計上

　　・市民スキー場の運営と維持管理

（　　　　）は前年度予算額

〇

　・これまでの事業効果の検証を行い、モデル的事業及び事務局強化支援事業を見直し

〇

　・これまでの事業効果の検証による見直し

〇 町内会防犯灯改修等補助金の見直し

　・改修、撤去への補助終了及び新設に対する補助率の見直し

　　　○ 社会教育団体に対する補助金などの見直し（４団体）

　・これまでの事業効果の検証を行い、事業内容や組織体制の見直し、団体の解散や

　　退会などによる見直し

（７，６８２千円）
６，４０１千円　

飛騨高山文化芸術祭の見直し ０千円　
（２，０００千円）

　７００千円　
（３，８００千円）

市民スキー場の運営 　１２３，２０１千円　

スポーツ活動の充実 　２２，６３９千円　
（１９，２５４千円）

（２５７，０００千円）

事業見直しの概要

（２５８，６４０千円）

（　　　　　０千円）

高地トレーニングエリアの整備と機能強化 　４０，２２０千円　
（１５，６９０千円）

スポーツ施設の整備 　　　　　　　　　７０７，０３１千円　

協働のまちづくり支援制度の見直し ２５０，０００千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・老人福祉施設整備費助成事業費の増 ５５，１５１千円
・福祉医療給付事業費の増 ４５，６５５千円
・障がい児通所支援事業費の増 ３７，０９６千円
・児童手当給付事業費の減 △４０，０００千円
・高齢者等住宅改造助成事業費の減 △５４，０００千円
・児童福祉施設整備費助成事業費（たんぽぽ保育園）の減　△２２４，２９３千円
・保険給付費の増（介護特会） １２０，６７５千円

　　　○ 住み慣れたまちに快適に安心して住み続けるための支援の充実

　　　○ 子どもが健やかに育つ環境整備の推進

　　　○ 介護予防の推進及び安定した介護サービスを提供する体制の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜多様な働き方に適応した労働環境の構築＞
＜地域産業の担い手確保と生産性の向上＞
＜心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現＞
＜安心して子育てができる環境の充実＞

　　　○ 総合的な相談支援 ３３，７９８千円　
（３４，５２０千円）

　福祉サービス総合相談支援センターの運営に必要な経費を計上

　　・一般相談、生活困窮者相談、障がい者（児）相談

　　　○ 生活困窮者への支援 ５８０，００１千円　
（５６０，００１千円）

　適切な生活保護制度運営に必要な経費を計上

　　・生活保護受給者への支援

一般会計

9,763,858

9,362,397 9,213,843 △ 148,554 △ 1.59

130,147 1.359,633,711介護保険事業特別会計

要求に関する基本方針

要求のポイント

福　祉　部

要求額

令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額会計名
増減率



〇 地域で安心して暮らせる体制づくり ９３８，７５８千円　
（８９３，５７２千円）

　地域の支え合いの体制づくりや被災者支援などに必要な経費を計上

　　・地域福祉を支える体制づくりへの支援
　　・災害等の被災者に対する支援
　　・福祉医療費の助成（子ども医療費の対象者を高校生世代まで拡大）

　　　○ 障がい者が安心して快適に暮らせる環境づくり ２，２２７，２８５千円　
（２，２００，１９５千円）

　障がい福祉サービス等の提供に必要な経費を計上
　　・障がい福祉サービス給付
　障がい者の自立した地域生活と社会参加の促進に必要な経費を計上

　　・障がい者の就労やコミュニケーション、通院に対する支援

　　　○ 子どもへの途切れのない支援体制の強化 ５７０，５４２千円　
    （５２１，００５千円）

　保健、福祉、教育が連携した、子どもへの支援体制に必要な経費を計上
　　・障がい児通所等への支援
    ・児童虐待対策や母子保護に関する事業の実施

　　　○ 安心して子育てができる環境の整備 １，９１７，４４０千円　
（１，９８７，３９８千円）

　子どもが健やかに育つ環境づくりに必要な経費を計上
　　・放課後児童クラブ、つどいの広場、ファミリーサポート事業などの運営
　　・子どもの遊び場や居場所づくりに対する支援
　　・福祉医療費の助成（子ども医療費の対象者を高校生世代まで拡大）【再掲】

　　　○ 良好な保育環境の確保 ２，４５７，２３７千円　
（２，７２１，３２５千円）

　良好な保育環境の確保に必要な経費を計上
　　・私立保育園園舎の改修や備品更新に対する助成
　　・荘川保育園の園舎整備工事

　　　○ 高齢者の安全で安心した生活の支援 ４７５，１４４千円  
（４２７，９３２千円）

　高齢者の安全で安心な生活や生きがいづくりの支援に必要な経費を計上
　　・成年後見制度の利用促進、終活支援
　　・老人福祉施設の運営、維持管理
　　・介護人材確保、介護事業所の事業継続に対する助成

○ 健全な介護保険事業の運営 ９，１６７，３１４千円　
（９，０４２，９７２千円）

　介護認定、保険料の賦課徴収、介護給付に必要な経費を計上
　　・介護サービス等の給付、介護認定審査会の開催　ほか

　　　○ 介護予防の推進及び包括的な支援の実施 ５９３，５３４千円　
（５８７，７２９千円）

　高齢者の介護予防、包括的支援体制の整備に必要な経費を計上
　　・要支援者等に対する介護予防・生活支援に関する事業の実施
　　・高齢者健康教室の開催、自主活動の支援、認知症予防施策の推進
　　・在宅医療と介護・福祉の連携の推進
　　・成年後見制度の利用に対する支援

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 高齢者住宅バリアフリー改修補助金の終了
(７０，０００千円）

　　・令和４年度末までの制度としていることから、予定どおり制度終了

事業見直しの概要

０千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
　・久々野火葬場の施設修繕の増　　　　　　　　　　　　　　７２，０３０千円
　・直営診療所の電子カルテシステム更新費の減　　　　　　△４５，９８４千円
　　（国保特会・直診）

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<利便性の高い都市機能とネットワークの構築>
<心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現>

○ 火葬場の運営

　市営火葬場の維持管理に必要な経費を計上

　　・火葬場の運営と維持管理

　　・久々野火葬場屋根防水等改修工事

○ 新火葬場建設の推進

　新火葬場の建設準備に必要な経費を計上

6.77一般会計

後期高齢者医療
事業特別会計

国民健康保険事業
特別会計(直診） △ 37,666

1,428,257 66,522

△ 14.54

地域医療体制の充実

4.66

259,047 221,381

1,494,779

市　民　保　健　部

要求額

会計名

8,744,453

令和５年度
要求額

対前年度増減額

1,802,749 1,924,788 122,039

国民健康保険事業
特別会計(事業)

令和４年度
当初予算額

8,439,454 △ 304,999

増減率

△ 3.49

要求に関する基本方針

新火葬場建設の推進

健康寿命の延伸

国民健康保険制度の円滑な運営

要求のポイント

（５７，５８０千円）

　　　１９０千円　
（１９０千円）

　１２５，８２５千円　



○ 市民の健康意識の醸成と健康増進 ５３７，８４１千円　

　市民の健康増進のために必要な経費を計上

　 ・健康づくりの推進

　 ・母子保健事業の推進

　 ・健康診査、がん検診の実施

　 ・予防接種の実施

　　　○ 後期高齢者医療における保健事業の推進
　
　後期高齢者の健康増進のために必要な経費を計上

　 ・すこやか健診及びさわやか口腔健診の実施

　　　○ 地域医療体制の確保

　地域医療体制の充実に必要な経費を計上

　　 ・国保診療所、休日診療所の運営と感染対策の継続

　 　・南高山地域における２か所（久々野・高根）の診療所の整備

　 　・中核病院の医師確保、設備整備等に対する助成

　 　・在宅当番医制、病院群輪番制、救命救急センターの運営に対する助成

　　　○ 国民健康保険制度の運営

　国民健康保険事業の円滑な実施及び運営に必要な経費を計上

　　・特定健康診査など保健事業の推進

　　・子ども（未就学児）に係る国民健康保険料(均等割)の軽減

　　　○ マイナンバー（個人番号）カードの普及促進

　 マイナンバー（個人番号）カードの交付及び普及促進に必要な経費を計上

　　  ・各種証明書のコンビニ交付の利用啓発

　　  ・マイナンバーカードの取得啓発

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 放射性物質スクリーニング検査の終了 ０千円　

これまでの事業効果の検証を行い、空間放射線量率測定のみ継続することとし、
令和５年３月末をもって終了

（５２０千円）

（１０，６４０千円）

５２０，２３１千円　
（５３７，８０８千円）

（５２，７８０千円）

８，４３９，４５４千円　
（８，７４４，４５３千円）

５２，１２３千円　

１０，２６４千円　

事業見直しの概要

（５３４，２３９千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ ごみ処理施設建設事業費の増 ３，２７３，８４３千円
・ 乗鞍山麓五色ヶ原の森の修繕等工事の増 ６０，５４１千円
・ 自家消費型太陽光発電設備等導入補助金の増 ２１，０００千円
・ ごみステーション看板更新の増 ３，９８８千円
・ 環境配慮事業者認証制度に関する経費の増 ３６４千円
・ 乗鞍自動車利用適正化協議会負担金の減 △１５，３００千円

　　　○ 自然エネルギーによるまちづくりの推進

　　　○ 地球温暖化対策の推進による温室効果ガス排出の削減

　　　○ 自然と共生するまちを目指した生物多様性保全の推進

　　　○ 自然公園の適正管理による安全で快適な利用の推進

　　　○ ごみ減量化の推進

　　　○ ごみ処理施設の適正な維持管理

　　　○ 新ごみ処理施設の早期建設

（　　　　）は前年度予算額

<地域の保全、活用、創出>
<利便性の高い都市機能とネットワークの構築>

　　　○ 自然エネルギーを活用したまちづくりの推進 ３７，９１１千円　
（１３，５１０千円）

　自然エネルギー活用の普及促進に必要な経費を計上

　　・自然エネルギー活用の普及啓発

　　・積まマイカーの運行によるエネルギーの地産地消の促進

　　・ペレット・薪・チップなど木質バイオマスストーブ、ボイラー導入に対する助成

　　・自家消費型太陽光発電設備等の導入に対する助成

　　・地域主導による自然エネルギーの活用に対する助成

一般会計 1,160,372 4,656,525 3,496,153 301.30

会計名

環　境　政　策　部

要求額

令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求に関する基本方針

要求のポイント



　　　○ 地球温暖化対策の推進 ７，６２０千円　
（６，１３０千円）

　地球温暖化対策の推進に必要な経費を計上

　　・電気自動車用急速充電設備の維持管理

　　　○ 生物多様性保全の推進 ８，９８２千円　
（８，２１０千円）

　自然環境の保全や生物多様性保全の意識啓発に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環境学習

　　・いのちの森づくり（苗木植樹等）

　　・特定外来植物の防除

　　　○ 自然公園の保全と活用

　自然公園等の保全と利用の推進に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森の維持管理

　　・ジオパーク、ユネスコエコパークの推進

　　・中部山岳国立公園活性化事業の推進

　　　○ 快適に暮らせる環境の整備

　公害発生の防止に必要な経費を計上

　　・河川水質の監視、騒音・悪臭苦情に係る調査

　　　○ 資源循環型社会の実現

　ごみの収集、焼却、埋立、減量化、資源化や施設の維持管理等に必要な経費を計上

　　・家庭や事業所から排出されるごみの減量化及び資源化

　　・長期修繕計画に基づくごみ焼却施設の保守点検及び修繕

　　　○

　　新ごみ処理施設建設に必要な経費を計上

　　・新ごみ処理施設の建設及び敷地造成工事

（　　　　）は前年度予算額

〇

　　・これまでの事業効果の検証を行い、空間放射線量率測定のみ継続することとし、

　　令和５年３月末をもって終了

１，０５１，８４３千円　
（９００，８６６千円）

新ごみ処理施設の建設 ３,４０８，６８０千円　

１３８，２６４千円　
（９３，６６４千円）

３，２２５千円　
（３，１５５千円）

（１３４，８３７千円）

見直し事業の概要

０千円　
（７９５千円）

土壌中放射性物質調査業務の終了



単位：千円、％

　　主な増減理由
・農業土木施設整備事業費の増 ３１，１０９千円
・農業施設等整備事業費の増 ２４，１８３千円
・新規就農者等育成支援事業費の増 １１，７６５千円
・繁殖牛舎整備費助成事業費の増 １１，０７８千円
・牧場運営事業費の増 ２，０３５千円
・優良飛騨牛固定推進事業費の減 △１，２００千円
・家畜改良推進事業費の減 △３，９５０千円
・過年農業施設災害復旧事業費の減 △７０，０００千円
・市場建設に関する経費の増（市場特会） ２３０，２０２千円

　　　○ 活気ある第一次産業産地づくりと担い手の育成・確保

　　　○ ブランド力のある安全・安心な産地産品づくり

　　　○ 農業用施設の保全と長寿命化の推進

　　　○ ブランド力のある安全・安心な畜産産地づくり

（　　　　）は前年度予算額

＜地域産業の担い手確保と生産性の向上＞
＜既存産業の強化と新たな産業の創出＞

　　　○

　担い手の育成・確保の推進に必要な経費を計上

　　・新規就農者等担い手への支援

　　・スマート農業技術の導入に対する助成

　　　○

　ブランド力のある産地産品づくりを推進するために必要な経費を計上

　　・農業用機械、園芸施設等の導入に対する助成

８３，４８３千円　
（５９，３００千円）

農　政　部

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求に関する基本方針

要求のポイント

ブランド力のある産地産品づくりの推進

一般会計 1,107,381 1,149,947 42,566

担い手の育成・確保、新たな技術の導入の促進 ８０，７６５千円　
（６９，０００千円）

3.84

地方卸売市場
事業特別会計 89,300 319,502 230,202 257.78



　　　○

　　・県単土地改良事業による農業用施設の長寿命化の推進

　　・県営中山間地域総合整備事業（２地区）の推進

　　・県営ため池等整備事業（小屋名第２ため池）の推進

　　・県営かんがい排水事業（中根地区）の推進

　　・県営かんがい排水事業（長倉地区）の着手

　　・県営農道施設強化対策事業（小屋名橋）の着手

　　・農村地域防災減災事業（久々野防災ダム２期）の着手

　　　○

　　・家畜伝染病対策の継続

　　・家畜診療業務の充実

　　　○ 家畜自給飼料生産拡大の推進

　　・家畜自給飼料生産機械等の整備に対する助成

　　　○

　　・市場建設に向けた設計等委託業務及び工事費

（　　　　）は前年度予算額

　　　○

　　・構成団体間の協議を踏まえ、負担金の額を精査

　　　○ 豚熱（ＣＳＦ）防疫対策委託（林道及び農場周辺の消毒）の見直し
０千円　

（８００千円）
　　・豚熱（ＣＳＦ）の動向を踏まえ、市の実施すべき事業範囲を見直し

　　　○ 優良飛騨牛増頭推進事業補助金の見直し ０千円　
（１，２００千円）

　　・これまでの事業効果の検証結果を踏まえ、当該補助金を終了

（３，９６６千円）

　県の事業計画に基づく事業費負担に必要な経費を計上

　家畜伝染病対策に必要な経費を計上

　家畜家畜自給飼料生産拡大に必要な経費を計上

農業用施設の長寿命化及び防災対策の推進 １５８，８１５千円　

３，１７２千円　

事業見直しの概要

飛騨エアパーク負担金の見直し

（８９，４００千円）
　地方卸売市場整備に必要な経費を計上

地方卸売市場整備の推進 ３１９，６０２千円　

（１０５，００１千円）

家畜防疫事業の推進 ２４，３６５千円　

５２，５７８千円　
（４１，５００千円）

（２７，７６０千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・スマート林業の推進に関する経費の増 ５，０００千円
・市産材の利用促進に関する経費の減 △６，２５０千円
・森林情報管理システムの整備に関する経費の減 △１９，０００千円
・過年林業施設災害復旧事業の減 △１７，０００千円

　　　○ １００年先を見据えた森林づくりの推進

　　　○ 市産材利用に向けた木材産業づくり

　　　○ 森林・林業を支える人づくり

（　　　　）は前年度予算額

＜既存産業の強化と新たな産業の創生＞
＜地域産業の担い手確保と生産性の向上＞

　　　○

　災害に強い森林づくりの推進に必要な経費を計上

　　・森林境界の明確化の推進

　　・重点区域や森林経営管理制度に基づく私有林の森林整備の推進

　　　○ 市産材の利用促進

　市産材の利用促進を図るために必要な経費を計上

　　・市産材を利用した木造建築物に対する助成

　　　○ 林業の担い手の育成・確保

　林業担い手の育成・確保の取り組みに必要な経費を計上

　　・県立森林文化アカデミー修学や移住による林業就業に対する助成

　　・スマート林業の推進

　森林・林業に係る普及啓発の取組に必要な経費を計上

　　・東京都千代田区との協定に基づく交流事業の実施　ほか

　　・市民等の提案による森林づくり、森林作業道の維持管理に対する助成

林　政　部

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 673,105 636,753 △ 36,352 △ 5.40

要求に関する基本方針

要求のポイント

３６４，１７０千円　

（４４，７００千円）

（２２，５００千円）

森林境界明確化と森林整備の推進
（３６１，８６２千円）

３８，４５０千円　

２５，１６０千円　



（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 高山市美しい森林づくり実行委員会の見直し

・これまでの取組の成果を踏まえ、今後の実行委員会のあり方を検討するとともに、

担うべき事業内容を大きく見直し

事業見直しの概要

０千円　
（３００千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・道の駅の管理運営体制の変更等による増 ２５，６４１千円
・地域経済構造分析及び実態調査の増 ２０，０００千円
・若者の創業支援の拡充による増 １７，５２３千円
・デジタル技術の活用促進支援事業の増 １２，０００千円
・ものづくり産業の高付加価値化促進支援事業の増 １１，０００千円
・若者定住促進事業の拡充による増 １０，０００千円
・飛騨高山展補助金の増 ８，０００千円
・地域課題解決型事業活動プランコンテストの増 ５，８５１千円
・新型コロナウイルス感染症経済対策融資関連補助の減 △５４，０００千円
・中小企業融資に係る預託金の減 △１０９，０００千円

　　　○ ものづくり産業の高付加価値化や地場産品の効果的な販売促進活動の
促進

　　　○ 市内事業者のデジタル技術の活用促進や事業承継支援事業の強化

　　　○ 中小企業の経営の安定化のための融資事業の推進

　　　○ 中心市街地の活性化に向けた施策の推進

　　　○ 企業誘致対策の推進

　　　○ 市内産業を担う人材の確保・育成

　　　○ 新型コロナウイルス感染症や原油価格・物価高騰等に対応した経済対
策の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜多様な働き方に適応した労働環境の構築＞
＜地域産業の担い手確保と生産性の向上＞
＜品質・価値の向上と情報発信＞
＜既存産業の強化と新たな産業の創出＞
＜地域循環型経済の構築＞

要求のポイント

要求に関する基本方針

一般会計 1,806,969 1,770,973 △ 35,996 △ 1.99

商　工　労　働　部

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率



　　　○ 中小企業等融資事業の推進 ８７８，１９６千円　
（９７４，７６２千円）

　中小企業者、勤労者向けの低利融資の実施に必要な経費を計上
　 　　・小口融資、経営安定特別資金融資

　　・勤労者生活安定資金融資
　　・創業支援、事業承継関連融資制度に対する保証料及び利子の補給

　　　○ 起業家の受入環境等の整備

　起業家の育成・支援に必要な経費を計上
　　・起業家に対する助成
　　・若者の創業チャレンジに対する助成
　　・タウンマネージャーの設置、インキュベーション施設の運営

　　　○ 地域経済構造分析の結果に基づく施策の推進 ２３，６９０千円　
（４，２７０千円）

　官民連携による市内資金循環等の取組の推進に必要な経費を計上
　　・地域経済懇談会の開催
　　・地域経済構造分析及び実態調査の実施

　　　○ 地場産品の販売促進活動の推進

　地場産品等の積極的な宣伝・販路拡大に必要な経費を計上
　　・飛騨高山展開催事業に対する助成
　　・推奨土産品振興奨励制度の運用

　　　○ 伝統的工芸品産業等の振興 ５５，３３９千円　
（３８，７６５千円）

　伝統的工芸品産業等の振興、後継者育成等に必要な経費を計上
　　・ものづくり産業の高付加価値化に向けた支援
　　・後継者育成事業、伝統的工芸品産業団体に対する助成
　　・飛騨高山の名匠認定

　　　○ 中心市街地の活性化 ４８，４９０千円　
（４１，１３２千円）

　にぎわいのある商業空間の形成と中心市街地の活性化に必要な経費を計上
　　・飛騨高山にぎわい交流館「大政」の運営
　　・まちづくり会社が行う中心市街地活性化事業に対する助成
　　・商店街の空き店舗活用や景観形成に対する助成

　　　○ 企業誘致対策の推進 ６３，５８７千円　
（６８，２７０千円）

　企業誘致の推進に必要な経費を計上
　　・サテライトオフィス等を活用した企業誘致活動
　　・サテライトオフィスの開設に対する支援
　　・飛騨高山お試しサテライトオフィスの運営

　　　○ 産業を担う人材の確保・育成 １３８，５５８千円　
（１３３，９９０千円）

　ＵＩＪターン就職する若者への支援、労働力確保に必要な経費を計上
　　・ＵＩＪターン就職者に対する家賃・奨学金返済支援
　　・ＩＴ人材育成プログラムの実施
　　・インターンシップの受け入れに対する助成
　　・働き方改革に関するセミナーの開催

　　　○ 新型コロナウイルス感染症に対する経済対策の推進 ３１６，０１０千円　
（３７０，００８千円）

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者の支援に必要な経費を計上
　　・新型コロナウイルス対策融資に関する融資制度の保証料及び利子の補給
　　・原油価格・物価高騰等対策に関する融資制度の利子補給 　

７２，９７７千円　
（４４，４９０千円）

１４，４８４千円　
（４，５５０千円）



（　　　　）は前年度予算額
　　　○ おもてなし環境整備事業費補助金の廃止 ０千円　

　 （１，０００千円）
・制度開始後6年が経過し、一定の役割を果たしたこと及び類似制度との整理を踏まえ、

補助制度を廃止

　　　○ 高度人材育成支援事業の見直し ０千円　
（６００千円）

・新たに行う地域経済構造分析結果を踏まえて、令和６年度以降に必要な取り組みを検討

　　　○ 地場産業振興センター補助金の見直し ２３，１５０千円　
（２６，５３０千円）

・岐阜県や飛騨地域内自治体の負担割合見直し等に伴う補助金額の見直し

事業見直しの概要



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ふるさと寄附推進事業費の増 ５２８，７３０千円
・観光施設等整備費の増 １８２，６３０千円
・誘客対策に関する経費の増 ６７，８０８千円
・国際交流事業費の増 ２１，１８０千円
・海外戦略推進事業費の増 １７，０６８千円
・移住交流促進事業費の増 １５，４０７千円

　　　○ 飛騨高山ブランド戦略を基軸としたプロモーションの展開

　　　○ ウィズコロナ・アフターコロナ社会に対応した積極的な観光需要の取込

　　　○ 地場産品等のブランド強化及び国内外の販路開拓支援

　　　○ 移住戦略に基づいた様々なアプローチによる関係人口の創出及び移住定住
の促進

（　　　　）は前年度予算額

＜品質・価値の向上と情報発信＞
＜地域産業の担い手確保と生産性の向上＞
＜既存産業の強化と新たな産業の創出＞
＜着実な計画の推進＞
＜文化芸術・スポーツ活動等による心の豊かさの創出＞

　　　○ 誘客宣伝の実施 ２８６，０３０千円　

　　・広域連携を含めた誘客宣伝事業の推進

　　・観光関連団体の誘客宣伝事業等に対する助成

　　・コロナ禍に即した誘客事業の展開

　　　○ 観光施設の運営 ６２２，２０７千円　

　　・観光施設の運営、整備

2,390,945 808,705 51.11

要求に関する基本方針

要求のポイント

一般会計 1,582,240

（２１８，２２２千円）
　観光宣伝、高山祭、各種イベントなど誘客に必要な経費を計上

（４５１，３６１千円）

飛騨高山プロモーション戦略部

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

観光施設事業
特別会計 126,451 141,657 15,206 12.03

　温泉施設、キャンプ場、スキー場等の運営及び施設整備等に必要な経費を計上



　　　○ 飛騨高山ブランドの意識醸成と情報発信 ２１，４４０千円　

　　・飛騨高山ブランドの磨き上げ事業の実施

　　・飛騨高山ブランド等地場産品の販路開拓に対する助成

　　　○ 飛騨高山への移住の促進 ２９，０９０千円　

　　・移住者への助成

　　・関係人口創出のための助成

　　　○ ふるさと寄附の推進 １，４８７，１３０千円　

　　・お礼の品の充実

　　・ふるさと寄附推進のための業務委託

　　　○ 海外誘客促進と受入環境の充実 ５５，０６７千円　

　　・海外誘客事業の推進

　　・滞在しやすい環境の整備

　　・市内事業者の海外輸出展開への助成

　　　○ 海外との交流促進と多文化共生の推進 ２９，２５６千円　

　海外都市との交流・協力や多文化共生を推進するために必要な経費を計上

　　・国際交流事業の推進

　　・市民の多文化共生意識の醸成

　　・外国人受入体制の整備

　　　○ おもてなし国際化促進事業補助金の廃止 ０千円　

　・これまでの事業効果の検証を踏まえ、令和４年度末をもって当該補助金を廃止

（８，０７６千円）

事業見直しの概要

（５００千円）

　海外誘客の促進及び受入環境の整備を図るために必要な経費を計上

（１３，６８３千円）
　移住促進及び関係人口創出を図るために必要な経費を計上

（９５８，４００千円）
　ふるさと寄附の推進に必要な経費を計上

（３７，９９９千円）

（１８，２５０千円）
　飛騨高山ブランドの確立を図るために必要な経費を計上



単位：千円、％

　　主な増減理由
・普通河川整備事業費（河川浚渫等）の増　　　　　８３，０００千円
・道路新設改良事業費の増　　　　　　　　　　　　６７，９００千円
・過年土木施設災害復旧事業の減　　　　　　　△２４１，０００千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜利便性の高い都市機能とネットワークの構築＞

　　　○

　　　○

　　　○ 道路の安全性確保や道路網の維持 ６３８，５００千円　

　道路修繕、橋梁修繕など道路橋りょう維持に必要な経費を計上

　　・地域要望に基づく市道の維持・修繕

一般会計 3,047,447 2,875,814 △ 171,633 △ 5.63

建　設　部　

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求に関する基本方針

高速道路網、地域間連絡道路網の整備促進による道路利用者の快適性向上

内環状線を構成する道路整備による中心市街地の渋滞緩和や利便性の向上

要求のポイント

（５０６，６００千円）
　道路交通の円滑化を図るための道路新設改良に必要な経費を計上

　　・旅行村線、中切５８号、（仮）旭ヶ丘線　ほか

街路事業の推進 ３８１，８００千円　
（４０１，９６５千円）

　道路交通の円滑化を図るための街路整備に必要な経費を計上

　　・松之木千島線（千島工区、松之木～江名子工区）

老朽化した橋りょう修繕による長寿命化の推進

市民生活を守るための災害に強い社会基盤整備の推進

地域要望に基づく道路などの安全性確保と道路網の健全な維持

（５８０，０００千円）

道路新設改良事業の推進 ３５６，５００千円　



　　　○ 除雪対策の充実 ６７４，４２８千円　

　冬期間の歩車道除雪による安全確保に必要な経費を計上

　　・歩車道除雪委託、融雪剤購入、消融雪側溝整備、除雪車両の購入

　　　○

　　　○

　豪雨等による災害を防止するため、普通河川整備に必要な経費を計上

　　・普通河川浚渫事業

（　　　　）は前年度予算額

　　　○

（１６０，０００千円）
　橋りょうの長寿命化に必要な経費を計上
　　・長寿命化修繕計画に基づく橋りょうの長寿命化修繕、詳細設計の実施
  　  （白山橋、おわち橋、瀬ノ上橋　ほか）

（６０，０００千円）

見直し事業の概要

該当なし

普通河川整備事業の推進 １４３，０００千円　

橋りょう長寿命化改良事業の推進 ２０５，０００千円　

（６７４，０９０千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・城山公園公衆便所改修工事等の増 ４２，８００千円
・都市計画基礎調査費の増 ２２，０００千円
・自主運行バスの運営経費の増 １３，０００千円
・地域公共交通計画策定のための調査費の増 ９，０００千円
・老朽空家等除却支援事業補助金等の増 ３，５４３千円
・都市計画図の作成経費の減 △５７，０００千円
・無電柱化整備事業費の減 △１３５，０００千円

　　　○

　　　○ 持続可能な公共交通体系の構築

　　　○ 美しい景観と潤いのある都市空間の創出

　　　○ 安全で良質な住環境の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜利便性の高い都市機能とネットワークの構築＞
＜地域特性の保全、活用、創出＞
＜安全への備えと災害時の対応強化＞

　　　○

　　　○

　　　○

（３６２，０００千円）
　上一之町花里線無電柱化整備事業に必要な経費を計上

　　・上一之町花里線無電柱化の推進

安全で快適に利用できる公園施設等の整備 ４２，８００千円　
（０千円）

　東山・北山周遊エリアにおける公園施設等の整備に必要な経費を計上
　　・城山公園（二之丸）公衆便所改修工事
　　・城山公園の樹木伐採

（６，０００千円）
　公共交通の利便性向上に必要な経費を計上

　　・バスロケーション（位置情報表示）システムの本格導入　ほか

まちなかの良好な景観創出のための整備 ２２７，０００千円　

要求に関する基本方針

要求のポイント

将来都市構造を踏まえた土地利用の推進

公共交通の利便性の向上 ５，０００千円　

都　市　政　策　部

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

△ 7.50一般会計 1,047,423 968,887 △ 78,536



　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　・空家等対策計画改定に伴う調査

伝統技術の継承（後継者育成）の促進

建築物の安全性の向上 １８，６００千円　
（１８，６００千円）

　住宅等の耐震化促進に必要な経費を計上

事業見直しの概要

該当なし

空家等対策事業の推進 ６，８５３千円　
（３，３１０千円）

　伝統的大工技術等の継承（活用促進）に必要な経費を計上

　空家等の適切な管理や活用の促進に必要な経費を計上
　　・老朽空家等の除却に対する支援

　　・木造住宅等の耐震診断、建築物の耐震補強に対する助成

１０，０００千円　
（１０，０００千円）

　　・伝統的な技法による建造物修景工事等に対する助成



単位：千円、％

　　主な増減理由
　　・し尿処理施設（久々野衛生センター）修繕の増（一般会計）　　  ２８，８００千円
　　・紫外線処理施設整備事業の増（水道事業会計）　　　 　　　   　９４，５００千円    
　　・宮川終末処理場設備長寿命化詳細設計の増（下水道事業会計）　　２８，０００千円

　　○計画的な財政運営による上下水道事業の経営の安定化

　　○安全・安心な水を安定して供給するための施設整備

　　○公共用水域の水質保全と生活環境の向上を図るための下水道施設整備

　　○防災対策の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜利便性の高い都市機能とネットワークの構築＞

　　○施設の老朽化対策と遠方監視機能の推進 ２５８，０７６千円　
（２５７，７３１千円）

　　　　安全・安心な水を安定して供給するための施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・紫外線処理施設整備

　　　　　・浄水施設の更新整備、遠方監視装置整備　ほか

　　○基幹管路の耐震化と老朽管布設替の推進 ６１１，３６５千円　
（５６７，４１０千円）

　　　　安全・安心な水を安定して供給するための施設改良に必要な経費を計上

　　　　　・基幹管路の耐震化整備

　　　　　・老朽管の布設替工事、道路改良に伴う布設替工事

　　○配水施設整備（拡張）の推進 ３７，２２９千円　
（３７，０８５千円）

　　　　安全・安心な水を安定して供給するための配水施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・未給水地区の解消

39.56

令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

76,689

水道事業会計 3,105,498 3,232,585 127,087

一般会計

4.09

水　道　部

要求額

会計名

下水道事業会
計 5,695,275 5,699,696 4,421 0.08

要求に関する基本方針

要求のポイント

193,861 270,550



　　○管きょ施設の整備、処理区域の再編の推進
２９２，０６８千円　

（３２５，８１９千円）
　　　　公共用水域の水質保全と生活環境の向上を図るための管きょ施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・マンホール蓋、マンホールポンプ等の更新

　　　　　・管きょ布設（西之一色町　ほか）

　　　　　・処理区域の再編

　　○下水処理施設の長寿命化 ２７０，４４１千円　
（３３５，８８８千円）

　　　　公共用水域の水質保全と生活環境の向上を図るための下水処理施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・処理場設備の長寿命化工事

（　　　　）は前年度予算額

　　○該当なし

見直し事業の概要



単位：千円、％

・金融機関の納付書窓口取扱い等に係る手数料の増　　 １１，０１８千円
・オンライン申請に係る決済手数料の増 ５００千円

　　　○ 合理的な会計事務の推進　

（　　　　）は前年度予算額

＜着実な計画の推進＞

　　　○

　　・公金管理の効率化

　　・金融機関の納付書窓口取扱手数料

　　・税証明などのオンライン申請取扱い開始に伴う決済手数料

（　　　　）は前年度予算額

〇

要求に関する基本方針

要求のポイント

適正な会計事務の推進 　　　　　　１３，１９０千円　
（１，６７８千円）

　適正な会計事務の実施に必要な経費を計上

　　・効率的な出納事務遂行のための職員研修会の実施

　　・歳計現金の適正な管理

事業見直しの概要

該当なし

　　主な増減理由

会　計　室

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 3,678 14,286 10,608 288.42



単位：千円、％

　　主な増減理由
・監査事業費の増 ２５１千円　
・公平委員会運営費の減　 △９０千円　

　　　○ 市民の視点に立った公平公正な監査等の充実

（　　　　）は前年度予算額

＜着実な計画の推進＞

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

〇

監　査　委　員　事　務　局

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

（５，８４０千円）

一般会計 6,986 7,160 174 2.49

要求に関する基本方針

要求のポイント

適正な行財政運営に資する監査等の実施 ６，０９１千円　

　監査等の実施に必要な経費を計上

事業見直しの概要

該当なし



単位：千円、％

　　主な増減理由
・友好都市ウルバンバ郡等の親善訪問による増　　　 １，７４９千円
・物価高騰に伴う議会広報紙発行に係る経費の増　　　　　　　１，３４３千円
・産業廃棄物最終処分場計画調査特別委員会に関する経費の増 ５００千円
・議会ＤＸの推進（Wi-Fi環境整備等）による増　　　　　　 ７１千円

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜着実な計画の推進＞

　　　○ わかりやすく開かれた議会運営

　議会運営に必要な経費を計上

　　・議会情報の発信

〇

一般会計 31,328 34,958 3,630 11.59

事業見直しの概要

該当なし

　　・議会・委員会等の中継

　　・議会広報紙の発行

　　・市民意見交換会（地域別・分野別）の開催

要求に関する基本方針

市民にとってわかりやすく開かれた議会運営

要求のポイント

 ３４，９５８千円  
（３１，３２８千円）

議　会　事　務　局

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率



単位：千円、％

　　主な増減理由
・小中学校管理事業費の増 ３７５，３７２千円
・中学校大規模改修事業費の増 ２７２，９１５千円
・荘川義務教育学校（仮称）等整備費の増 ９４，７１０千円
・教育系ＩＣＴ機器や教材購入・図書館運営経費の増 ４５，２５０千円
・学校給食の質の改善に関する経費の増（給食特会） ２５，０４３千円
・特例分教室開設に向けた準備に関する経費の増 １９，８５８千円
・歴史資料購入事業費の減 △２５，９１０千円
・小学校大規模改修事業費の減 △１，２４５，０５１千円

　　　○ 教育の質や教育力の向上と地域全体による郷土教育の推進

　　　○ 時代の変化に対応した教育環境の整備

　　　○ 地域文化の継承や歴史的町並保存の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜夢と誇りとやさしさにあふれる人の育み＞
＜歴史・伝統の保存、継承、活用＞

　　　○

　　・教育支援センター設立に向けた体制づくり、特例分教室の開設準備
　　・特別支援教育の充実
　　・外国語教育の充実
　　・あたたかな人間関係づくりのための心理検査の実施
　　・いじめ防止アドバイザーの派遣

　　　○

　　・教材備品の整備
　　・教育系ＩＣＴ機器の活用
　　・校務支援システムの活用
　　・教職員の負担軽減

一般会計 3,361,766 2,927,966 △ 433,800 △ 12.90

教　育　委　員　会　事　務　局

要求額

令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

419,017 38,017 9.98
学校給食費
特別会計 381,000

（１６８，７８９千円）

（３０１，７６５千円）

要求に関する基本方針

要求のポイント

教育の充実 ２０７，２７１千円　

　教育の充実に必要な経費を計上

教育環境の整備 ３０８，３３５千円　

　教育環境の整備に必要な経費を計上



　　　○

　学校施設等の安全・安心・快適な環境整備に必要な経費を計上

　　・学校施設の長寿命化改修（東山中学校屋内運動場）

　　・荘川義務教育学校（仮称）の整備

　　・スクールバスの更新

○

　　・私立幼稚園における施設型給付費等の給付

　　・私立高等学校、短期大学等に対する助成

　　・高校通学等に対する助成

　　　○

　　・学校給食センターの運営

　　・学校給食費の保護者負担の軽減

　　・学校給食荘川センターの整備

　　　○

　　・学校給食の質の改善

　　　○

　　・ユネスコ無形文化遺産等の継承支援

　　・伝承芸能保存団体に対する助成

　　　○

　歴史的な町並み保存の推進に必要な経費を計上

　　・伝統的建造物群保存地区保存対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区防災対策に対する助成

　　・歴史的建造物群の耐震化対策

　　　○

　歴史・文化を活用した地域づくりの推進に必要な経費を計上

　　・文化財施設（飛騨高山まちの博物館等）の維持管理

　　・日本遺産の活用

　　　○ 該当なし

（３８０，９７０千円）

（１１３，１３０千円）
歴史・文化活用の推進

（７４，６１０千円）

１０９，９３９千円　

歴史的町並み保存の推進 ６９，２６９千円　

（３，４６０千円）

　安全・安心で魅力ある学校給食の提供に必要な経費を計上

地域文化継承への支援 ３，４６０千円　

　地域の文化継承に必要な経費を計上

安全・安心・快適な学校施設等の整備 １，０７１，３７０千円　

学校給食センターの運営 １９５，６２３千円　

（２０３，２３０千円）
幼児教育、高等教育の充実 ２０２，７３０千円　

　幼児教育、高等教育の充実に必要な経費を計上

（１，７５０，５８０千円）

　児童生徒の心身の健全な発達を図るための給食運営に必要な経費を計上

安全・安心な学校給食の提供 ４１８，９８７千円　

（１７８，５２５千円）

事業見直しの概要



単位：千円、％

　　主な増減理由
・消防団退職報償金の増 ３１，９００千円
・消防署及び消防団施設の更新等に伴う増 ３９，４００千円
・消防車両更新の減 △７２，９００千円

　　　○

　　　○
充実強化

　　　○ 消防団員の士気の高揚並びに消防団員の確保

（　　　　）は前年度予算額

＜安全への備えと災害時の対応強化＞

　　　○

　消防団活動の充実強化に必要な経費を計上

　　・消防団活動充実のための支援

　　　○

　消防施設の更新整備に必要な経費を計上

　　・消防団車庫の更新、解体

　　・消防署施設の修繕

　　　○

　救急救命体制の充実を図るために必要な経費を計上

　　・ＡＥＤ機器の維持管理

　　・消防緊急通信指令、消防救急デジタル無線の維持管理

消　防　本　部

要求額

会計名
令和４年度
当初予算額

令和５年度
要求額

対前年度増減額
増減率

消防団員等の安全確保と消防団施設や資器材の整備による消防団活動の

要求に関する基本方針

市民の安全・安心を確保するための消防機能の充実強化

要求のポイント

消防団活動の活性化 ３０１，２０３千円　

一般会計 766,357 801,969 35,612 4.65

（２７２，５８７千円）

消防施設の更新整備 ４３，７１６千円　
（４，３００千円）

救急救命の推進 １４６，２１３千円　
（１４１，４９５千円）



　　　○

　防災体制の充実を図るための資器材の整備に必要な経費を計上

　　・消防資器材の購入

　　・初期消火資器材の整備

　　　○

　防災体制の充実を図るための水利施設の整備に必要な経費を計上

　　・防火水槽、消火栓の維持管理

　　　○

　消防車両の更新に必要な経費を計上

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 飛騨地域消防本部協議会負担金の見直し

　・構成団体間の協議を踏まえ、負担金の額を精査

２９，８４２千円　

（２２，３００千円）

水利施設の整備
（１９，３９０千円）

消防車両の更新 １７４，５７９千円　
（２４７，５００千円）

　　・常備消防車両の更新

　　・消防団車両の更新

（９８千円）

消防資器材の整備 ２７，０８５千円　

事業見直しの概要

４７千円　


